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研究成果の概要（和文）：学校適応感を個人の主観的評価である内的適応感と学校文化や教師側の視点である外
的適応感の２軸の関係から捉えた。両者の間には概ね正の相関がみられたが，「劣等感のなさ」と「友人関
係」，「教師との関係」，「学習への意欲」の間には相関は有意な相関はみられず，両者の間には内容的な違い
が確認された。
また，予期不安が低い場合，入学後の学校適応感は4月よりも6月が高く，9月にはまた4月の水準に戻っていた。
しかし，リアリティショックが高ければ，外的適応感は9月になっても6月の水準を維持しており，予期不安とリ
アリティショックに違いによって入学後の適応感の変化には違いがあることが確認された。

研究成果の概要（英文）：The sense of school adjustment was viewed in terms of the relationship 
between two axes: internal adjustment, which is the subjective evaluation of the individual, and 
external adjustment, which is the perspective of the school culture and the teachers. A generally 
positive correlation was found between the two, but no significant correlation was found between "no
 sense of inferiority" and "friendships," "relationship with teachers," and "willingness to learn," 
confirming a content difference between the two.
When anticipatory anxiety was low, the sense of school adjustment after entering school was higher 
in June than in April, and returned to the April level in September. However, when reality shock was
 high, the sense of external adjustment remained at the June level even in September, confirming 
that there are differences in the change in sense of adjustment after school entry depending on 
differences in anticipatory anxiety and reality shock.

研究分野： 教育心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
教師の目には適応的であると映る生徒であっても生徒自身は学校生活のなかで上手くいっていないと感じている
生徒が存在する可能性があり，学校適応感を個人の主観的評価である内的適応感と学校文化や教師側の視点であ
る外的適応感それぞれの側面からとらえることによってそうした生徒のスクリーニングを行うことが可能とな
る。
また，予期不安とリアリティショックの違いによって学校適応感の変化に差がみられたことは，中学校新入生の
学校適応感を予測する要因の一つとしてリアリティショックを組み込むことの意義を示唆するものであると考え
られる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
これまで児童・生徒の学校適応は様々な側面から測定・検討されてきた。古くは松山ら（1969）

のスクールモラールテストをはじめ，内藤ら（1985），小泉（1995），浅川ら（2002）などの学
校適応感尺度が開発され，学業への意欲や友人・教師との関係などが測定されてきた。一方では，
こうした教師の側から捉えられる学校適応に対し，生徒自身と学校環境とが適合しているとき
の認知や感情に焦点をあてた主観的な学校適応感を測定しようとする大久保（2005），三島（2006）
などの尺度が開発されており，学校適応をどのように測定するのかということは未だ十分に整
理されていない状況である。 
 南ら（2011）や南ら（2012）は，中学校入学前の小学 6 年生の中学校入学前の不安が，中学
校入学後の学校適応感にどのように影響するのかということについて教師の側から捉えられる
学校適応過程を明らかにしてきた。しかし，教師の視点から学校に適応していると判断するだけ
ではなく，その生徒自身の主観的な適応の側面を考慮しなければ，本当の意味で学校に適応して
いるのかどうかを判断することは困難である。大久保（2005）は，学校生活における「居心地の
良さ」や「被信頼・受容感」などといった生徒自身が感じる主観的な適応感を学校適応の指標と
したが，生徒自身が感じる主観的な適応感をどこまでその生徒の学校適応の指標として用いる
ことができるのかは明確にされていない。 
このような学術的な流れをみると，学校適応感の測定にあたってはどちらかの捉え方で測定し
ようとするのではなく，両者の側面を取り入れた学校適応感の捉え方に基づいて測定すること
が，生徒の適応状態を把握する上で有効なのではないかと考えられる。学校現場では「友人との
関係」や「学習への意欲」などのようにあらかじめ教師の側で設定した領域での適応状態を把握
することは生徒理解のためには重要である。しかし，それだけではその生徒が学校生活をどのよ
うに感じているのかを把握することは難しく，不登校やいじめの潜在要因を見落としてしまう
可能性もある。従って，学校適応感を２つの側面から捉えることの意味は大きいといえる。 
 
２．研究の目的 
(1) 学校適応感を外的適応感と内的適応感の２軸の関係から捉え，教師が生徒の状態を簡便な方
法で把握することができるよう，新たな学校適応感尺度を開発することを第１の目的とする。そ
のために，学校適応感を外的適応感と内的適応感の２軸の関係から捉えることが可能かどうか
を判断するために，外的適応感と内的適応感それぞれを測定しうると考えられる尺度を用いて
内容的に弁別が可能なのかどうかを予備調査において確認する。 
なお，本研究では教師の側から捉えられる学校適応を外的な学校適応感（以下，外的適応感）と
生徒自身が感じる主観的な適応感を内的な学校適応感（以下，内的適応感）とそれぞれ操作的に
定義する。 
(2) 中学校生活に対するリアリティショックと学校適応感との関係を短期縦断的に検討し，中学
校入学前に感じていた中学校生活への不安とリアリティショック体験の受け止め方の違いが中
学校入学後の学校適応感の変化とどのような関係が見られるのかを明らかにすることを第２の
目的とする。そのために本研究ではまずリアリティショック体験尺度の開発を行い，そのあとに
学校適応感との関係を検討する。 
 中学校生活に対するリアリティショックは中学校入学直後の学校生活をどのように感じたの
か（予想していた学校生活と違うと感じる＝リアリティショック体験）である。小学校から中学
校への移行後の学校適応については，内藤ら（1985）や都筑（2001）の研究結果から，入学当
初，中学校生活に対する不安や悩みが高くても，それは１学期半ばには沈静化し少なくとも２学
期にはかなり低くなっていたことが明らかにされている。このように，学校適応を検討する際に
はリアリティショックを組み込んだ検討の必要性があると考えられたためである。 
 
３．研究の方法 
外的適応感と内的適応感の内容的弁別の検討のために予備調査を実施した。対象は中学生 1年

生 29 名（男子 13名，女子 16 名）で，調査時期は 2019 年 5 月と 9月であった。その後，中学校
入学前の予期不安，入学後リアリティショック体験と学校適応感との関係を検討するために，中
学 1年生 106 名（男子 45名，女子 61 名）がを対象とする Web 調査を実施した。なお調査時期は 
2021 年 4月，6月，9月であり，3回の調査データは同定された。また，この他に学校生活に対
するリアリティショック測定尺度の開発のため2012年4月に収集したデータの再分析を行った。 
本研究に使用した質問紙の校正は以下の通りである。①中学校生活予期不安尺度（南ほか，2011）
②中学校生活に対するリアリティショック測定尺度（南，2020），③学校生活適応感尺度（浅川
ほか，2003)④青年用適応感尺度（大久保，2005）を一部改変して使用した。（1回目①～④，2回
目③④） 
 
４．研究成果 
(1) 外的適応感と内的適応感の内容的弁別の検討 



学校生活適応感尺度（以下，学校生活尺度）と青年用適応感尺度（以下，青年用尺度）それぞ
れの下位因子間の相関を Table1 に示す。青年用尺度の「居心地の良さの感覚」，「課題・目的の
存在」，「被信頼・受容感」因子と学校生活尺度の 4つの下位因子との間には，5月の「家族関係」
を除いて有意な相関が見られた（一部傾向も含む）。「劣等感のなさ」は「家族関係」と 9月の「教
師との関係」との間に相関が見られた（Table1）。 

 
以上の結果から，生徒の状態を適応的か否かの判断が生徒自身の周囲と上手くやれていると

いう感覚の側面と教師が適応の指標として想定している学業や友人関係の側面から評価するこ
とが可能であると考えられた。「劣等感のなさ」については「友人関係」，「学習への意欲」（いず
れも 5 月と 9 月），「教師との関係」（5 月のみ）とは有意な相関が見られなかった。このことは
生徒自身が学校生活の中で劣等感を感じていないこと（「役に立っていないと感じる」，「自分だ
けだめだと感じる」いずれも逆転項目）と友人や教師との関係の良し悪しや学習意欲とは関連が
見られないことを示唆している。つまり，友人関係や学業も心配はなく，本人も学校生活を意欲
的に過ごせている生徒は適応的であると判断されがちであるが，勉強や友人関係の心配はない
ものの学校生活のなかで劣等感を感じていたり，学業や友人関係があまりよくないが学校を楽
しいと感じている生徒が実際には存在する可能性が示唆された。 
 
(2) 学校生活に対するリアリティショック測定尺度の開発 
南他（2011）の中学校生活予期不安尺度を参考に 16 項目で構成された原尺度（社会文化的な

領域 10項目，対人的な領域 6 項目）について，最尤法－プロマックス回転による探索的因子分
析をおこなったところ 2 因子 12 項目が抽出された。信頼性係数は第 1 因子α=.79，第 2 因子α
=.77 であった。第 1因子は，中学校の生活は小学校に比べて窮屈に感じたり，中学校のきびしい
きまり等に対する違和感や抵抗感のようなネガティブな感情を反映する項目でまとまった。ま
た，第 2因子は，新しい友
人関係の構築に対すると
らえ方が反映された項目
でまとまった。因子間相
関は r=.12 でほとんど相
関がないと判断されたた
め，それぞれの因子は異
なる概念を説明している
と判断し，第 1因子を「拘
束性」，第 2因子を「非親
和性」と命名した。 
また，各因子を潜在変

数とした仮説的モデルを
作成し，確認的因子分析
を行ったところ，適合度
指標はχ²=93.78，df=53，
p<.001 ， GFI=.90 ，
AGFI=.85，RMSEA=.07，
AIC=143.78 であり，概ね
妥当な尺度であることが
確認された（Table2）。 
 



(3) 中学校入学前の予期不安，入学後リアリティショック体験と学校適応感との関係 
 内的学校適応感と外的学校適応感の関係をとらえるために，青年用適応感尺度 24 項目と学校
生活適応感 15項目について 4 月の得点をもとに主成分分析を行ったところ，主観的な学校適応
感では寄与率 61.0％，α＝.94 であり，客観的な学校適応感では寄与率 67.8%，α＝.88 であっ
た。いずれも一次元構造と認められる値を示したため，それぞれの加算平均を内的適応感，外的
適応感の指標とした。 
予期不安とリアリティショックが中学校入学時における学校適応感に及ぼす影響を検討する

ため，4月の内的適応感と外的適応感それぞれを目的変数，説明変数には Step1 で予期不安とリ
アリティショック，step2 で予期不安とリアリティショックの交互作用項を投入する階層的重回
帰分析を行った。その結果，内的適応感について，Step1 ではリアリティショック得点が男子に
おいて有意な負の影響を及ぼしていた（β=-.26,p<.05）。step2 で交互作用項を投入したところ有
意な正の影響が認められた（β=.23,p<.05）。また，外的適応感について，Step1 ではリアリティ
ショック得点が男女ともに有意な負の影響を及ぼしていた（男子β=-.27,p<.05，女子β
=-.46,p<.001）。Step2 で交互作用項を投入したところ男子において有意な正の影響が認められた
（β=.36,p<.01）。男子では予期不安とリアリティショックが低い場合と予期不安は低くてもリア
リティショックが高い場合とでは後者の方が内的適応感，外的適応感ともに低かった（Figure 1，
Figure2）。このことはリアリティショックが中学校での学校適応感に影響を予測する要因の一
つであり，中学校新入生の学校適応の検討に当たってはリアリティショックを組み込むことの
意義を示唆するものであると考えられる。 

 
予期不安とリアリティショックそれぞれの合計得点の平均値によって予期不安低群・高群と

リアリティショック(RS)低群・高群のそれぞれを組み合わせた群（4群）に群分けし，予期不安
とリアリティショック体験の組み合わせによって分けられた群（4群）を独立変数とし，内的適
応感，外的適応感をそれぞれを従属変数とする二要因混合計画の分散分析を行った。その結果，
内的適応感では予期低 RS低群における時期の主効果が有意（F(2,204)=5.28，p =.008，偏η2=.15）
で，多重比較の結果，T1と T2，T2 と T3 の得点に有意差がみられ，いずれも T2 の得点が高かっ
た。また，外的適応感では予期低 RS 低群と予期低 RS 高群における時期の主効果が有意であり
（内的適応感 F(2,204)=4.86，p =.014，偏η2=.14；外的適応感 F(2,204)=6.12，p =.005，偏η2=.24），
多重比較の結果，予期低 RS 低群の T1 と T2，T2 と T3，予期低 RS 高群の T1 と T2・T3 の得点に



有意差がみられ，いずれも T2 の得点が高かった（Figure3，Figure4）。予期不安が低ければ，内
的適応感，外的適応感とも 4月から 6月にかけて高くなるが、リアリティショックが高い場合に
は外的適応感は 6 月の適応感が 9 月になっても維持されることが明らかとなった。中学校入学
前には不安もなく入学後にリアリティショックを感じることがなければ学校生活に対しては適
応的であると考えられ，6月には内的適応感と外的適応感の得点は高くなるが，9 月におけるそ
れぞれの得点は 6月よりも低くなっていた。一方，予期不安は低くリアリティショックが高い場
合では 6 月には内的適応感と外的適応感の得点が高くなるが，9月における内的適応感は低くな
り，外的適応感は変化が見られず維持されていた。これは合わせて入学後に感じたリアリティシ
ョックにより友人や教師，あるいは学習といった外的適応対象を早期に再構成することができ
たためではないかと思われる。 
 
総括（成果と課題） 
 全体において両者の下位因子の間には有意な正の相関関係が見られたが内的適応感の指標と
考えられる「劣等感のなさ」と外的適応感の指標と考えられる「友人関係」，「教師との関係」，
「学習への意欲」との間には有意な相関が見られなかったことは，学校適応感を内的適応感と外
的適応感の２軸の関係から捉えることで明らかにされた。こうした二つの側面から学校適応感
をとらえることで，学校適応状態把握のためのスクリーニング資料になると思われる。また，こ
うしたとらえ方は今後の学校適応感研究を進める上で新しい視点を提供するものである。しか
し，本研究の第 1 の目的である教師が生徒の状態を簡便な方法で把握することができる新たな
学校適応感尺度の開発という点で見るならば，内的適応感と外的適応感を測定し得ると考えら
れる項目数の増加やそれに伴う被験者側の負担増が懸念され，項目を厳選したうえで信頼性と
妥当性が確認される尺度の再構成が改めて課題となった。 
 また，中学校入学後の学校適応を検討する際には入学前の予期不安に加えて入学後のリアリ
ティショックを予測のための変数として組み込むことの意義が示唆された。中学校生活に対す
るリアリティショックと学校適応感の関係を短期縦断的に検討したところ，中学校入学前に感
じていた中学校生活への不安と入学後のリアリティショック体験の受け止め方の違いによって
その後の学校適応感は異なることが明らかとなった。本研究ではリアリティショックの感じ方
の違いによる適応感の検討にとどまったが，今後はリアリティショック軽減をどのように図っ
ていくのかを考えていく必要があると思われる。 
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